
岩
手
・志
羅
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
宇
志
羅
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
六
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
―
入
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
羽
柴
直
人

。
高
橋
実
央

・
朝
倉
雄
大

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
主
と
し
て

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
羅
山
遺
跡
は
平
泉
町
中
心
市
街
地
の
南
側
に
位
置
し
、
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
四
方
の

広
が
り
を
も
つ
遺
跡
で
あ
る
。
平
泉
は

一
一
世
紀
末
か
ら

一
二
世
紀
後
半
に
か

け
て
の
約
九
〇
年
間
、
奥
州
藤

原
氏
が
本
拠
地
と
し
た
地
域
で
、

当
遺
跡
も

一
二
世
紀
の
都
市
平

泉
の

一
部
分
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
七
〇
次
を
越
え
る
調

査
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
遺
跡

醐

全
域
か
ら
一
二
世
紀
の
遺
構
・

一　
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

第
六
六
次
調
査
は
、　
一
関
遊

水
池
事
業
に
関
連
す
る
国
道
四
号
線
の
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
、
二
本
の
埋
没
沢
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
調
査
区
の
西
か
ら
東
に

向
か
っ
て
走
り
、
調
査
区
の
東
側
で
合
流
し
て

一
本
の
沢
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
沢
は

一
二
世
紀
段
階
で
既
に
埋
没
が
進
ん
で
い
た
状
態
で
、　
三

一世
紀

中
頃
に
人
為
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
整
地
さ
れ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
笹
塔
婆
は
、
こ
の
沢
を
整
地
し
た
面
に
造
成
さ
れ
た
二
基
の

池
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、　
一
号
池
か
ら
四
七
点

窒
聟書
の
確
認
で
き
な
い
も
の

一
〇
点
を
含
む
）、
二
号
池
か
ら

一
点
、
計
四
人
点
に
の
ぼ
る
。

一
号
池
は
、
埋
没
沢
を
埋
め
立
て
て
整
地
す
る
過
程
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。

池
の
底
面
と
壁
面
に
は
、
埋
め
立
て
に
用
い
ら
れ
た
土
と
同
じ
土
が
貼
ら
れ
て

い
る
。
南
北
幅

一
三
ｍ
、
東
西
幅
六
ｍ
が
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
調
査
区
域
外
の

西
側
に
広
が
っ
て
い
る
。
池
の
東
約
三

・
五
ｍ
に
は
道
路
遺
構
が
あ
る
。
こ
の

道
路
遺
構
と
池
は
同
時
に
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
池
か
ら
道
路
の
側
溝
に

溝
が
通
じ
て
お
り
、
池
の
水
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
と
、
道
路
側
溝
に
流
れ

込
む
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

笹
塔
婆
は
池
が
機
能
し
て
い
た
段
階
に
堆
積
し
た
粘
土
質
の
層
か
ら
出
土
し

た
。
こ
の
層
か
ら
は
他
に
鉄
地
銅
象
嵌
の
轡
、
馬
骨
、
陽
物
形
、
鳴
釣
、
鉄
鏃
、

墨
書
の
あ
る
か
わ
ら
け
な
ど
の
特
異
な
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
笹
塔
婆
を
含

め
て
、
こ
れ
ら
の
遺
物
も
祭
祀
行
為
に
よ
っ
て
池
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

笹
塔
婆
は
池
の
南
側
に
偏
っ
て
分
布
し
て
い
た
が
、
立
て
ら
れ
て
い
る
状
態
の

も
の
は
な
く
、
い
ず
れ
も
横
位
で
方
向
も
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。



一
号
池
は
前
述
の
よ
う
に

一
二
世
紀
中
頃
に
造
成
さ
れ
、　
〓

一世
期
末
ま
で
に

は
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
号
池
は
、
埋
没
沢
を
埋
め
立
て
た
層
を
掘
り
抜
い
て
造
成
さ
れ
て
い
る
。

南
北
幅
五

。
一
ｍ
、
東
西
幅
二

・
九
ｍ
が
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
調
査
区
域
外
の

西
側
に
広
が
る
。
笹
塔
婆
の
他
に
、
漆
器
皿
、
山
物
、
ざ
る
、
東
北
地
方
産
の

餐
器
系
陶
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
陶
器
片
か
ら

一
三
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世

紀
前
半
頃
機
能
し
て
い
た
池
と
考
え
ら
れ
る
。
笹
塔
婆
は
池
の
堆
積
土
中
か
ら

出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
号
池

ω

　

「
＜
南
元
大
吉
祥
天
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐい反
μ衰
］
冨

②

　

「
＜
南
元
無
量
寿
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『受
Ｐ巽
Ｎ
Ｓ

Ｏ
　
　
×
日
――
□
門
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（硬
Ｘ
騨翼
］
露

い

　

「
＜
　
×
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎい∞溢
曼
Ｐ
墓

働

　

「
＜
南
元
大
吉
祥
□
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
騨い契
Ｐ曼
岸
ヨ

⑥

　

「
＜
南
元
大
吉
日
――
国
　
　
　
　
　
　
　
　
（愚
Ｘ
Ｐ受
〓

ｏβ

Ｏ

　

「
＜
南
元
昆
沙
門
天
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μド癸
Ｐ衰
〓

ｏ自

1997年出上の木簡

Ol1   901   1191   11e   llり    l161   11e   llっ    l131   11a   llll   l101  (9)  (8)

「
＜
南
元
大
吉
□
天
女

南
元
口
□
」

「
＜
南
元
無
量
寿
如
来
」

「
＜
南
元
日
日
日
□

「
＜
南
元
日
川
回
」

「
＜
南
元
大
吉
日
――
回

＜
南
元
毘
□
門
天

＜
南
元
如
日
――
□

×
王
」

「
＜
南
元
如
×

＜
南
□
歓
喜
天
」

＜
南
元
大
吉
ロ
ーー
国

×
女

「
＜
南
元
大
吉
祥
天
女

（
篤

じ

×
３

×
｝

頓
　
ｏ
留

（
Ｐ
卜
〇
）
×
い
∞
×
］
　
ｏ
φ
Ｐ

牌
ヽ
］
×
〕
『
×
Ｐ
　
ｏ
φ
Ｐ

（
〕
『
∞
）
×
い
ヽ
×
Ｎ
　
ｏ
い
Ｐ

牌
∞
∞
×
Ｐ
釦
×
μ
　
ｏ
ｏ
μ

（
Ｐ
嗚
卜
）
×
牌
⇔
×
Ｐ
～

　
ｏ
ω
Ｐ

（
騨
卜
『
）
×
Ｐ
∞
×
］
・
伽
　
ｏ
⇔
μ

（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
）
×
〕
伽
×
Ｐ
　
ｏ
い
Ｐ

含

μ
Φ
）
×
牌
∞
×
ｒ

”
　
ｏ
ら
μ

（
『
］
）
×
牌
∞
×
Ｐ
，
伽
　
ｏ
い
Ｐ

（
；

じ

×
Ｓ

×
∵

∽
　
ｏ
密

（
騨
ト
ト
）
×
騨
Φ
×
］
・
頓
　
ｏ
６
μ

（
∞
］
）
Ｘ
Ｐ
∞
×
中
　
ｏ
ω
Ｐ

含
い
じ
×
Ｓ
×
ｒ
伽

ａ
Ｐ
　

３３



一

　

　

①

一
　

　

　

側

一
　

　

　

硼

．３４

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　

　

　

　

　

一

　

　

　

⑩

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

ｎ
日
日
日
Ｎ
日
―Ｉ
Ч
Ｖ

一

一
　

　

　

　

　

　

⑤

一
　

　

　

　

　

④

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

一

一
　

　

　

　

‐‐‐‐０
］
　

　

　

抑

一一　
　
　
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
一　
　
　
御
　
　
　
　
　
一

］
耐
凶
閣
日
困
円
日
日
日
―Ｉ
Ч
・‐　
一
駒
図
置
口

言
周
日
日
日
日
―‐‐‐―欄Ｖ
ω

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
　

　

　

　

‐
⑪

一
　

　

　

　

　

　

　

⑩

(2)⑩

一

一

一　中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　　③

一

一

⑦

一



一

一

　

　

⑭

一

　

　

ω

一
　

　

　

側

一

一

一
　

　

　

　

　

③

一
　

　

　

　

　

　

鰯

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

一

一

　

　

９
一
　

　

　

　

ω

一

一

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

〕

［

中山
蜘

圏

幽

隅

圏

幽

隔

隅

―――

四

―――

―Ｉ

Ｗ

Ｖ

∽

一
　

　

‥
ω

一

　

　

　

∩
　

　

　

・

一

一

ｕ

重

自

ｒ

ｕ

罵

口

剛

川

円

Ｈ

Ｗ

航

一

一

納

一
　

　

　

　

　

・

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

趾

　

　

一

　

“

　

一

晩

・
昌

Ｈ

Ｗ

年

・３５

く３８＞

嚇
一
　

　

　

一

(15)

一
邑

中

一

⑪
　
　
一
∩
日
田
日
困
解
叩
　
∽

一



(28)
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「
＜
南
元
日
――
□

「
＜
南
元
大
吉
祥
天
女
」

「
＜
南
元
大
吉
日
□
女
」

「
＜
南
元
如
意
輪
日
回

×
口

□

」

冨

南
日

□

」

「
＜
南
元
日
――
□

「
＜
南
元
大
吉
祥
天
女
」

「
＜
南
元
大
吉
×

南
元
大
吉
祥
天
女

「
＜
南
元
昆
ロ
ーー
□

南
元
×

＜
南
元
×

「
＜
南
元
大
吉
日
――
□
」

「
＜
　
　
五
□
　
　
　
」

（
∞
∞
）
×

騨
⇔
×

Ｎ
　

ｏ
い
〕

ｐ
φ
卜
×

］
ｏ
×

中
　

ｏ
ｓ
Ｐ

μ
枷
ｏ
×

〕
Ｐ
×

］
・
卸
　

ｏ
⇔
Ｐ

（
μ
い
］
）
×

い
い
×

μ

伽
　

ｏ
ｏ
〕

（
Ｐ
卜
〇
）
×

μ
卜
×

ド
・
伽
　

ｏ
φ
Ｐ

岸
頓
Φ
×

Ｐ
『
×

］

ｏ
ｏ
解

（
Ｐ
∞
〇
）
×

Ｐ
ω
・
頓
×

Ｎ
　

ｏ
ｏ
四

Ｐ
∞
Ｐ
Ｘ

牌
り
×

∞
　

ｏ
い
〕

（
卜
Φ
）
×

μ
］
×

∞
　

ｏ
Ｏ
騨

（
ド
伽
伽
）
×
岸
ω
×
Ｐ

釦

（
ｏ
卜
）
×
μ
『
×
Ｐ

（
ω
ｏ
）
×
岸
ω
×
］

６
９

×
示

×
ド

〇
⇔
騨

〇
⇔
申

０
０
い

Ｐ
『
ｏ
×

Ｐ
⇔
×

］

ｏ
ｏ
μ

∞

　

南
元
十
四
日
普
賢
菩
薩
」
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎこ
溢
粟
伽
露

働

　

＜
南
元
十
八
日
観
世
音
口
国
　
　
　
　
　
　
（遥
ｙ
ｗ契
卜
Ｓ

二
号
池

①

　

常

　

大

日

如

来

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
］
じ

溢

巽

誤

ｏ
露

一
号
池
の
笹
碁
婆
は
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
、
頭
部
の
左
右
ニ
カ
所
ず
つ
に

切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
脚
部
は
徐
々
に
細
く
な
っ
て
い
る
。
墨
書
は
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
痕
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
観
察
さ
れ
る
。
「南
元
」

に
続
け
て
仏
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
吉
祥
天
女
の
名
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。

墨
書
は
片
面
だ
け
に
見
ら
れ
る
が
、
ω
の
み
は
両
面
に
墨
書
の
痕
跡
が
確
認
さ

れ
た
。
表
面
に
は
他
の
笹
塔
婆
と
同
様
に

「南
元
大
吉
ロ
ー十
日
」
と
記
さ
れ
、

裏
面
は
完
全
に
は
判
読
で
き
な
い
が
、
「
五
□
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
⑭
働
は

他
の
笹
塔
婆
よ
り
大
き
く
、
「南
元
」
と
仏
名
の
間
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
日
付
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
日
秘
仏
信
仰
に
基
づ
く
も
の

（十
四
日
・

普
賢
菩
薩
、
十
八
日
・
観
世
音
菩
薩
）
で
あ
り
、
こ
の
笹
塔
婆
の
性
格
を
知
る
上

で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

二
号
池
の
笹
塔
婆
は
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
て
い
る
が
、
左
右
の
切
り
込
み

は
な
い
。
脚
部
は
徐
々
に
細
く
な
っ
て
い
る
。　
一
号
池
か
ら
出
土
し
た
笹
塔
婆

よ
り
新
し
い
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
形
態
、
墨
書
の
内
容
が
異
な
る
。
今

後
さ
ら
に
笹
塔
婆
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
実
央
・
羽
柴
直
人
）


